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←　税に関する標語作品展　入選作品紹介

○
風
鈴
作
り

日
時　

６
月　

日
�　
時　

分
〜

１１

13

30

対
象　

小
学
生
（
先
着　

人
）

15

持
ち
物　

油
性
ペ
ン

材
料
費　
　

円
100

締
切　

６
月
６
日
�

申
込
・
問
合
せ　

児
童
館

�　
・
２
４
０
２

76

○
第
３
回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

日
時　

５
月　

日
�　
時
〜　

時

31

10

12

場
所　

ゆ
め
り
あ

対
象　

町
内
に
住
む
子
育
て
中
の
母

親
内
容　

ク
ッ
キ
ン
グ
（
手
作
り
お
や

つ
）

材
料
費　
　

円
300

託
児　

１
世
帯　

円
200

締
切　

５
月　

日
�
25

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に　

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

○
第
４
回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

日
時　

６
月　

日
�　
時
〜　

時　

16

10

11

30

分
場
所　

児
童
館

対
象　

町
内
に
住
む
子
育
て
中
の
母

日
時　

６
月　

日
�
９
時
〜　

時

12

12

場
所　

ゆ
め
り
あ

内
容　

小
中
学
生
の
作
文
発
表
、
大

学
教
授
の
講
演
会

入
場
料　

無
料

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
ま
た
は
と
く
と

っ
ぷ
カ
ー
ド
に　

ポ
イ
ン
ト
が
付

50

き
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
４
２
３
３

76

○
第
２
講

日
時　

６
月　

日
�
、　

日
�　
時

14

16

10

　

分
〜　

時　

分

30

14

30

場
所　

ゆ
め
り
あ

内
容　

▽
午
前　

保
健
師
に
よ
る
健

康
講
話

▽
午
後　

健
康
運
動

◎
学
生
随
時
募
集
中
！

　

ゆ
め
り
あ
で
開
講
す
る
ふ
る
さ
と

学
園
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

身
近
な
健
康
や
一
般
教
養
な
ど
の
講

義
を
８
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
町
民

60

送
迎　

福
祉
バ
ス

年
会
費　

１
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
育

て
・
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

�　
・
２
０
０
０

72

親
内
容　

ヨ
ガ

託
児　

１
世
帯　

円
200

締
切　

６
月　

日
�
10

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に　

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

�　
・
２
０
８
８

72

　

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

○
パ
ス
テ
ル 
和 
ア
ー
ト
展

な
ご
み

期
間　

５
月　

日
�
〜　

日
�

10

29

○
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
展

期
間　

５
月　

日
�
〜
６
月　

日
�

31

19

問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
４
２
３
３

76

　
「
ぼ
く
の
願
い
、
わ
た
し
の
願
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
小
中
学
生
の
作
文

発
表
や
、
従
来
の
教
育
学
の
枠
を
越

え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
や
研
究
で
注

目
さ
れ
て
い
る
千
葉
大
学
の
明
石
要

一
教
授
の
講
演
を
聞
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
み
ん
な
で

考
え
る
日
に
し
ま
せ
ん
か
。
す
べ
て

の
町
民
の
方
が
参
加
で
き
ま
す
。

新
小
卒
業
制
作
展
（
４
・
６
）

保健福祉課　�72-2000　　建　設　課　�76-2139
住　民　課　�76-2130　　議会事務局　�76-3191
総　務　課　�76-2131　　会　計　課　�76-3192
産業振興課　�76-2134　　教育委員会　�76-4233
農業委員会　�76-2135

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

催し

児
童
館

催し

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催し

ふ
る
さ
と
学
園
大
学

催し

青
少
年
健
全
育
成
の
つ

ど
い
兼
Ｐ
連
研
究
大
会

催し



15

情報　　バスケット 

銅賞『税金は　暮らしを支える　守り神』 �橋舞香さ
ん

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

実
行
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
時　

毎
月
２
回
（
水
曜
日
隔
週
）

　

時　

分
〜　

時

18

30

20

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

ペ
ン
字
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
、

実
用
書
道

講
師　

林
青
風
さ

ん

（
札
幌
市
）

月
謝　

２
６
０
０
円

問
合
せ　

宮
野　

�　
・
２
６
７
３

76

中
根　

�　
・
２
６
１
４

76

　

明
治　

年
の
奈
良
県
十
津
川
郷
の

22

大
水
害
を
契
機
に
、
先
人
が
団
体
移

住
し
て
開
か
れ
た
本
町
の
開
拓
の
歴

史
に
感
謝
す
る
開
町
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
一
般
の
方
も
参
列
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日
�　
時
〜

20

11

場
所　

菊
水
公
園（
雨
天
ゆ
め
り
あ
）

締
切　

６
月
１
日
�

申
込
・
問
合
せ　

総
務
課
総
務
グ
ル

ー
プ　
　
　
　

�　
・
２
１
３
１

76

日
時　

７
月
３
日
�
受
付
７
時
〜
８

時
、
競
技
９
時
〜

場
所　

ふ
る
さ
と
公
園

コ
ー
ス　

山
頂
コ
ー
ス
（　

㌔
）、　

42

30

㌔
コ
ー
ス
、　

㌔
コ
ー
ス
、
フ
ァ

15

ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
４
㌔
、
町
民
の

み
）

参
加
料　

３
０
０
０
円

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
は
無
料

締
切　

６
月
３
日
�

申
込
・
問
合
せ　

実
行
委
員
会
事
務

局
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

�　
・
３
３
９
０

76

　

７
月
１
日
�
か
ら
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
の
申
請
、
交
付
手
続
き
を
滝

川
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

受
付
場
所　

滝
川
市
役
所
１
階
市
民

課
受
付
時
間　

平
日
の
８
時　

分
〜　

30

17

時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

申
請
で
き
る
方　

本
町
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方

必
要
な
も
の

○
一
般
旅
券
発
給
申
請
書

○
戸
籍 
謄 
本
ま
た
は 
抄 
本
（
６
カ
月

と
う 

し
ょ
う

以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

○
パ
ス
ポ
ー
ト
規
格
の
写
真

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

○
前
回
取
得
し
た
旅
券
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
旅
券

○
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

手
数
料

　

年
旅
券　

１
万
６
０
０
０
円

10５
年
旅
券　

１
万
１
０
０
０
円

※
収
入
印
紙
と
北
海
道
収
入
証
紙
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
印
紙
と
証
紙
は

滝
川
市
役
所
の
売
店
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

注
意
事
項

○
本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
は
、

空
知
総
合
振
興
局
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

（
岩
見
沢
市
）や
北
海
道
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
札
幌
市
）で
は
申
請
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
学
業
や
単
身
赴
任

で
他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
は
、
通

常
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
課
生
活
安
全
グ
ル
ー

プ　
　
　
　
　

�　
・
２
１
３
０

76

　

４
月
〜
９
月
の
６
カ
月
間
、
引
き

続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額

１
万
３
０
０
０
円

支
給
対
象　

０
歳
〜
中
学
生

支
給
月　

６
月
（
２
〜
５
月
分
）

　
　
　
　
　

月
（
６
〜
９
月
分
）

10

注
意
事
項　

次
の
方
は
、
住
民
課
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
新
た
に
養
育
す
る
子
ど
も
が
で
き

た
方

○
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
養
育
す

る
子
ど
も
が
増
え
た
方

○
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
方

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
育
て
・
生

き
が
い
グ
ル
ー
プ�　

・
２
０
０
０

72

開
町　

年
記
念
式
典

121

募集

ペ
ン
字
サ
ー
ク
ル
会
員

募集

パ
ス
ポ
ー
ト
は

滝
川
市
役
所
へ

手続
制度

第　

回
ピ
ン
ネ
シ
リ
登

17
山
マ
ラ
ソ
ン

募集

子
ど
も
手
当

手続
制度
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そ
の
方
の
た
め
に
生
計
を
と
も
に

す
る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

▽
身
体
障
が
い
者
が
利
用
す
る
た
め

の
構
造
を
し
て
い
る
軽
自
動
車

必
要
な
も
の

�
所
有
者
の
運
転
免
許
証
ま
た
は
、

障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
に
運
転

を
す
る
方
の
運
転
免
許
証

�
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
、
障
が

い
の
内
容
が
分
か
る
も
の

�
印
鑑

�
車
検
証
（
身
体
障
が
い
者
が
利
用

す
る
た
め
の
構
造
を
し
て
い
る
軽

自
動
車
の
場
合
）

締
切　

５
月　

日
�
24

申
請
・
問
合
せ　

住
民
課
町
税
グ
ル

ー
プ　
　
　
　

�　
・
２
１
３
０

76

○
誰
に
課
税
さ
れ
る
の
？

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
町
内
に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月
２
日
以

降
に
所
有
権
の
移
転
や
家
屋
の
取
り

壊
し
を
し
た
場
合
で
も
、
１
月
１
日

時
点
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
所
有
権
を
移
転
し
た
り
、
家
屋
を

取
り
壊
し
た
り
し
た
場
合
は
？

　

通
常
、
土
地
や
家
屋
は
法
務
局
に

銅賞『税金は　みんなの笑顔　守ってる』 有馬迅矢く
ん

○
誰
に
課
税
さ
れ
る
の
？

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動

車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
２
輪
の
小

型
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

▽
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
精
神
障
が

い
者
が
所
有
し
、
そ
の
方
ま
た
は
、

固
定
資
産
税

手続
制度

○
固
定
資
産
税
（
全
４
期
）

５
月
、
７
月
、
９
月
、　

月
11

○
軽
自
動
車
税

５
月

○
町
道
民
税
（
全
４
期
）

６
月
、
８
月
、　

月
、　

月

10

12

○
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
全
８
期
）

７
月
、
８
月
、
９
月
、　

月
、　

月
、

10

11

　

月
、
１
月
、
２
月

12問
合
せ　

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

�　
・
２
１
３
０

76

登
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
有
権
の
移

転
や
家
屋
の
滅
失
の
登
記
を
す
る
と
、

法
務
局
か
ら
町
に
通
知
が
あ
り
ま
す

の
で
、
町
に
届
出
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
登
記
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
家
屋
に
異
動
（
新
築
、
増
築
、

滅
失
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
税
額
は
、
ど
う
や
っ
て
計
算
さ
れ

る
の
？

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
、
課
税
標

準
額
に
税
率　

�
を
掛
け
て
算
出
し

1.4

ま
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
定
め
ら
れ
た
評

価
基
準
に
基
づ
い
て
固
定
資
産
を
評

価
し
た
う
え
で
算
定
し
ま
す
。
お
お

む
ね
評
価
額
と
課
税
標
準
額
は
一
致

し
ま
す
が
、
宅
地
の
場
合
、
課
税
標

準
の
特
例
措
置
や
税
負
担
の
調
整
措

置
が
適
用
さ
れ
、
課
税
標
準
額
が
評

価
額
よ
り
低
く
算
定
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

住
宅
用
家
屋
を
新
築
し
た
場
合
は
、

一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ　

�　
・
２
１
３
０

76

軽
自
動
車
税

手続
制度

町
税
の
納
期

手続
制度

税額区 分 車種

1,000円　50�以下

２ 輪
原
動
機
付

自
転
車

 

1,200円　90�以下

1,600円125�以下

2,500円　50�以下（ミニカー）３輪以上

2,400円250�以下２ 輪

軽
自
動
車

3,100円660�以下３ 輪

5,500円営業用
４輪乗用

7,200円自家用

3,000円営業用
４輪貨物

4,000円自家用

1,600円
農耕作業用
（田植機、コンバイン、トラクターな

ど）
小
型
特
殊

自
動
車

 

4,700円
その他
（フォークリフト、タイヤショベルな

ど）
4,000円250�超２輪小型自動車

税納の月今

固定資産税　第１期

軽自動車税

納期限は５月31日�です



17

情報　　バスケット 

　

農
地
に
接
し
て
い
る
町
道
路
肩
部

の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
草
刈
機
械

の
走
行
が
困
難
な
路
線
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
期　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
、

７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
間
で
、

２
回
実
施
し
ま
す
。

※
２
台
で
順
次
実
施
し
ま
す
の
で
、

地
区
に
よ
り
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

お
願
い　

路
肩
に
物
が
置
い
て
あ
る

と
草
刈
り
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ

�　
・
２
１
３
９

76

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
５
月　

日
31

�
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
機

普
及
員
が
町
内
全
戸
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
普
及
員
は
、
写
真
入
り
の
身
分
証

明
書
と
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
新
十
津
川
支
署

�　
・
２
６
１
９

76

　
　

歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国
民
年

20
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
学
生
に
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

対
象
者　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
、
各
種
学
校
に
在
学
す

る　

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所

20
得
が　

万
円
以
下
の
方

118

申
請
方
法　

住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
印

鑑
承
認
期
間　

４
月
〜
翌
年
３
月

追
納　
　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と

10

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
追
納
が
な
く
て
も
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

住
民
課
生
活
安
全
グ
ル
ー

プ　
　
　
　
　

�　
・
２
１
３
０

76

銅賞『税金は　みんなの夢を　支えてる』 内藤有佑恭く
ん

物
品
を
「
間
も
な
く
無
く
な
る
（
買

え
な
く
な
る
）」
と
不
安
を
あ
お
り
、

高
額
で
売
り
つ
け
る
悪
質
商
法

→
物
品
が
無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
買
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
２
１
３
４

76

　

年
金
、
税
金
、
道
路
な
ど
国
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
を
お
聞

き
し
て
改
善
を
図
り
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す
。
口
頭
、

電
話
、
手
紙
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

佐
川
む
つ
子
さ

ん�　
・
３
２
０
９

76

問
合
せ　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

�　
・
２
１
３
１

76

　

災
害
に
乗
じ
た
不
正
な
行
為
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
正
な

行
為
の
パ
タ
ー
ン
を
事
前
に
知
っ
て

被
害
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

善
意
に
つ
け
込
む
振
込
め
詐
欺
型

○
日
本
赤
十
字
や
共
同
募
金
会
な
ど

と
実
在
の
団
体
を
か
た
り
、
義
援
金

の
振
込
み
を
依
頼
す
る
義
援
金
詐
欺

→
義
援
金
は
確
か
な
団
体
を
通
し
て

送
り
ま
し
ょ
う
。
振
込
口
座
が
確
か

な
団
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
新
十
津
川
町
内

で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
義
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
被
災
地
に
い
る
親
類
を
よ
そ
お
い

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、地
震
の
被
害
は
大

丈
夫
だ
け
ど
、
他
の
親
戚
の
被
害
が

ひ
ど
い
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
義

援
金
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら　
100

万
円
を
用
意
し
て
」
と
か
た
っ
た
振

込
め
詐
欺

→
親
類
か
ら
の
電
話
が
あ
っ
て
も
必

ず
名
前
と
連
絡
先
を
確
認
し
、
す
ぐ

に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

不
便
に
つ
け
込
む
暴
利
型

　

乾
電
池
、
ガ
ソ
リ
ン
、
懐
中
電
灯

な
ど
多
く
の
人
が
必
要
と
し
て
い
る

健
康
体
力
増
進
室
の
閉
室
日

▼
５
月　

日
�
、　

日
�
、　

15

22

29

日
�

６
月
５
日
�
、　

日
�
12

高
齢
者
無
料
巡
回
バ
ス
運
休
日

▼
６
月
９
日
�
、　

日
�
、

14

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
育
て

・
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

 
�　
・
２
０
０
０

72

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

手続
制度

東
日
本
大
震
災
に
つ
け

込
む
詐
欺
・
悪
質
商
法

暮らし

町
道
の
草
刈
り

暮らし

火
災
警
報
器
普
及
員
が

巡
回
し
ま
す

暮らし

行
政
相
談
委
員

暮らし
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伝
達
）　

年
間
に
わ
た
り
消
防
団
員

39

と
し
て
貢
献

泉
水
昇
一
さ

ん

（
現
第
５
分
団
長
）

日
時
・
場
所　

５
月　

日
�
31

○　

時
〜　

時　

分

10

11

30

Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
本
所
前

○　

時
〜　

時

12

13

Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
花
月
支
所
前

○　

時　

分
〜　

時　

役
場
前

14

30

16

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
２
０
０
０

72

○
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

道
内
の
山
火
事
は
、
例
年
４
月
か

ら
７
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の

季
節
は
、
山
菜
採
り
や
登
山
な
ど
で

入
山
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
出

火
の
原
因
は
過
失
に
よ
る
も
の
が
多

い
こ
と
か
ら
、
入
山
の
際
に
は
、
火

　

い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
問
題
な
ど

で
お
悩
み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
�　
時
〜　

時　

13

15

30

分
場
所　

役
場
２
階
小
会
議
室

人
権
擁
護
委
員

　

宮
野
康
子
さ

ん　

�　
・
２
６
７
３

76

　

出
田
輝
義
さ

ん　

�　
・
２
３
３
５

76

　

西
川
雅
浩
さ

ん　

�　
・
４
８
０
８

76

問
合
せ　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

�　
・
２
１
３
１

76

●
内
科　

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

�　
・
１
１
６
１

22

●
外
科　

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー　
　

�　
・
２
２
９
９

22

●
歯
科

５
月

　

日
�　
さ
と
う
歯
科
（
砂
川
）

15
　

日
�　
Ｅ
デ
ン
タ
ル
（
滝
川
）

22
　

日
�　
渋
谷
歯
科
（
滝
川
）

29６
月

５
日
�　
押
尾
歯
科
（
砂
川
）

　

日
�　
フ
ジ
タ
歯
科
（
滝
川
）

12※
診
療
時
間
は
９
時
〜　

時
12

納税には便利な口座振替をご利用ください

　

彫
刻
体
験
交
流
促
進
施
設
「
か
ぜ

の
び
」
が
、
６
月
３
日
�
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

開
館
時
間　
　

時
〜　

時

10

17

定
休
日　

月
曜
日

入
館
料　

大
人　
　

円
200

　
　
　

中
学
生
以
下　
　

円
100

※
町
内
中
学
生
以
下
は
無
料

問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
４
２
３
３

76

○
滝
川
消
防
事
務
組
合
長
か
ら
（
３

月　

日
�
、
町
長
室
）　

年
間
に
わ

31

40

た
り
消
防
団
員
と
し
て
貢
献

占
部
純
一
さ

ん

（
前
消
防
団
副
団
長
）

○
消
防
庁
長
官
か
ら
（
３
月　

日
�
31

献
血
車
来
町

その他

 
ご
め
い
ふ
く
を祈り

ま
す 

お
誕
生お

め
で
と
う

の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
タ
バ
コ
を
吸
う
方
は
、
携
帯
用

灰
皿
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
山
菜
採
り
で
の
事
故
防
止

・
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
必
ず
家
族

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
単
独
で
の
入
山
は
や
め
、
服
装
は

目
立
つ
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
、
無
線
機
、
笛
、
ラ
ジ

オ
、
非
常
食
、
懐
中
電
灯
、
雨
具
な

ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
に
襲
わ
れ
な
い
た
め
に
、
残

飯
や
生
ご
み
は
す
べ
て
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
農
林
畜
産
グ

ル
ー
プ　
　
　

�　
・
２
１
３
４

76

人
権
・
困
り
ご
と
相
談

暮らし

退
団
感
謝
状

表彰

休
日
診
療
当
番
情
報

健康

旧
吉
野
小
に

か
ぜ
の
び
オ
ー
プ
ン

施設

永
年
勤
続
功
労
章

表彰

守
ろ
う
！

入
山
の
ル
ー
ル

その他



新
農
の
秘
密
①

〜
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
〜

　

皆
さ
ん
は
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｓ

Ｓ
Ｋ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
…
。
世
の
中
に
は

た
く
さ
ん
の
略
語
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
、
Ｆ
Ｆ
Ｊ

と
い
う
略
語
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

遠
い
記
憶
が
よ
み
が
え
る
方
が
結

構
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

み
の
る
稲
穂
に　

富
士
と
鳩 

愛
と
平
和
を　
　

表
わ
し
た

旗
は
み
ど
り
の　

風
に
鳴
る

土
に
と
り
く
む　

若
人
の

意
気
と
熱
と
が　

も
り
あ
げ
た

Ｆ
Ｆ
Ｊ
Ｆ
Ｆ
Ｊ　

わ
れ
ら
の
誇
り

　

昭
和
の
香
り
、
も
し
か
し
た
ら

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
雰
囲
気
が

漂
う
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ

て
こ
の
歌
詞
で
歌
わ
れ
る
歌
、
そ

れ
が
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
な
の
で
す
。
新

農
生
は
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
の
際
、

必
ず
こ
の
歌
を
歌
っ
て
か
ら
活
動

を
始
め
ま
す
。

　

ち
な
み
に
Ｆ
Ｆ
Ｊ
と
は
、

F  

uture

      F  

arm
ers
of

   
       J  apan

    　
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
日
本

の
将
来
の
農
業
者
と
い
う
意
味
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の

歌
と
い
う
の
は
日
本
の
将
来
の
農

業
者
の
歌
と
い
う
意
味
で
、
新
十

津
川
農
業
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
の
農
業
高
校
の
在
校
生
、
卒

業
生
が
み
ん
な
知
っ
て
い
る
歌
な

の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
日
本

国
民
に
と
っ
て
『
上
を
向
い
て
歩

こ
う
』
の
次
ぐ
ら
い
に
多
く
の
人

が
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
の
あ
る
歌
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
…
な
い
か
？

（
国
語
科
教
諭　

佐
々
木
誠
司
）

 新十津川農業高校通信№38
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平
成　

年
か
ら
始
ま
っ
た
特
定

20

健
診
は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え

ま
す
。
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
健
診
は
、
個
々

の
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
特

定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
な
る

前
の
予
防
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

対
象
者
は
？

　
　

〜　

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

40

74

険
や
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
対
象
で
す
。

　

会
社
で
健
診
を
受
け
て
い
る
人

は
、
特
定
健
診
の
項
目
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
健
診
結
果
を
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
特
定
健
診
を
受
け
た

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
治
療
中
も
対
象
？

　

主
治
医
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

現
在
治
療
中
の
病
気
が
悪
化
し
な

い
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
改
善
に

向
け
て
取
り
組
む
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
治
療
中
以
外
の
病
気
に

対
し
、
治
療
が
必
要
に
な
る
前
の

段
階
で
予
防
を
行
う
た
め
で
も
あ

り
ま
す
。

メ
タ
ボ
で
な
け
れ
ば
特
定
健
診
を

う
け
な
く
て
も
い
い
の
？

　

や
せ
て
い
る
人
も
心
臓
病
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る

危
険
性
が
あ
る
た
め
、
体
格
に
関

係
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
か
ら
、

今
の
体
の
状
態
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
内
容
は
？

　

身
長
、
体
重
、
腹
囲
、
血
圧
、

血
液
検
査
（
血
糖
、
脂
質
、
肝
機

能
）、
診
察
、
尿
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
貧
血
、
心
電
図
、
眼
底
検
査

は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
町
の
国
民
健
康
保

険
で
は
、
独
自
に
血
液
検
査
（
貧

血
・
腎
機
能
）
と
心
電
図
検
査
を

全
員
に
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
は
毎
年
必
要
？

　

特
定
健
診
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

　

年
ぶ
り
に
健
診
を
受
け
た
人
や
、

10初
め
て
健
診
を
受
け
た
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
と
毎

年
健
診
を
受
け
て
い
る
人
と
で
健

診
結
果
を
比
較
す
る
と
、
毎
年
受

け
て
い
な
い
人
の
方
が
、
異
常
値

が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
健
診
を
受
け
る
と
、

経
年
変
化
が
分
か
る
た
め
、
少
し

ず
つ
値
が
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
早
期
に
生
活
を
見
直
し
改
善

し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

間
隔
を
空
け
て
健
診
を
受
け
る
と
、

早
い
段
階
で
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
え
な
い
の
で
、
毎
年
、

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

６
月　

日
�
〜　

日
�
ま
で
国

21
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民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
申
込

期
限
は
、
５
月　

日
�
で
す
。
健

31

診
は
、
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
！

大
切
な
家
族
や
友
だ
ち
も
誘
っ
て
、

み
ん
な
で
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診
っ
て
何
？


